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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の走査線と、複数のデータ線と、各々が電気光学素子、駆動トランジスタ、及びス
イッチングトランジスタを有する複数の画素回路と、を備えた電気光学装置の駆動方法で
あって、
　前記電気光学素子と前記駆動トランジスタとの電気的な接続を切断した状態で、前記駆
動トランジスタのソース及びドレインのうち一方と前記駆動トランジスタの制御用端子と
を電気的に接続し、前記制御用端子の電位を第１の電位とする第１のステップと、
　前記スイッチングトランジスタをオン状態にする選択信号を前記複数の走査線のうちの
一つの走査線を介して供給し、前記スイッチングトランジスタが前記選択信号によりオン
状態になっている期間に、前記複数のデータ線のうち一つのデータ線及び前記スイッチン
グトランジスタを介して供給するデータ信号により前記駆動トランジスタの導通状態を設
定する第２のステップと、
　前記駆動トランジスタの前記導通状態に応じた電力を前記電気光学素子に供給する第３
のステップと、を含み、
　前記複数の走査線の全てを選択することにより規定される主期間は、
　前記複数の走査線のうち奇数番目の走査線に対応して設けられた第１群の画素回路につ
いて前記第２のステップ及び前記第３のステップを行う第１の副期間と、
　前記複数の走査線のうち偶数番目の走査線に対応して設けられた第２群の画素回路につ
いて前記第２のステップ及び前記第３のステップを行う第２の副期間と、を含み、
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　前記第１の副期間中は、前記第２群の画素回路について、前記第１のステップを行うこ
とにより前記第２群の画素回路の各々に含まれる前記電気光学素子に対する電力の供給を
停止し、
　前記第２の副期間中は、前記第１群の画素回路ついて、前記第１のステップを行うこと
により前記第１群の画素回路の各々に含まれる前記電気光学素子に対する電力の供給を停
止すること、
　を特徴とする電気光学装置の駆動方法。
【請求項２】
　走査線と、データ線と、電気光学素子と、前記電気光学素子に接続された、第１の端子
、第２の端子及び第１の制御用端子を有する第１のトランジスタとを備えた画素回路と、
を含む電気光学装置の駆動方法であって、
　第３の端子、第４の端子及び第２の制御用端子を有し、前記第３の端子と前記第２の制
御用端子とが前記第１の制御用端子に接続された第２のトランジスタの前記第４の端子に
所定電圧を印加することにより、前記第１の制御用端子の電位を第１の電位に設定する第
１のステップと、
　前記画素回路のスイッチングトランジスタをオン状態とする選択信号を前記走査線を介
して供給し、前記スイッチングトランジスタが前記選択信号によりオン状態となっている
期間に、前記データ線及び前記スイッチングトランジスタを介して、データに対応するデ
ータ電圧を前記第１の制御用端子に接続された容量素子に印加し、容量カップリングによ
り前記第１の制御用端子の電位を第２の電位とし、前記第１のトランジスタの導通状態を
設定する第２のステップと、
　前記第１のトランジスタの前記導通状態に応じた電力を前記電気光学素子に供給する第
３のステップと、を含み、
　前記第１ステップを行っている期間には、少なくとも前記スイッチングトランジスタを
オン状態にしないことを特徴とする電気光学装置の駆動方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の電気光学装置の駆動方法において、
　前記スイッチングトランジスタをオン状態とする選択信号が供給される走査線と、前記
選択信号の次に前記スイッチングトランジスタをオン状態とする選択信号が供給される走
査線とは隣接していないこと、
　を特徴とする電気光学装置の駆動方法。
【請求項４】
　請求項２又は３に記載の電気光学装置の駆動方法において、
　前記第１の電位は、前記第１のトランジスタをオフ状態とする電位であること、
　を特徴とする電気光学装置の駆動方法。
【請求項５】
　複数の走査線と、複数のデータ線と、各々が、電気光学素子と、前記電気光学素子に接
続された、第１の端子、第２の端子及び第１の制御用端子を有する第１のトランジスタと
、第３の端子、第４の端子及び第２の制御用端子を有し、前記第３の端子と前記第２の制
御用端子とが前記第１の制御用端子に接続された第２のトランジスタを備えた複数の画素
回路と、を含む電気光学装置の駆動方法であって、
　前記第４の端子に所定電圧を印加することにより、前記第１の制御用端子の電位を第１
の電位に設定する第１のステップと、
　前記スイッチングトランジスタがオン状態となっている期間に、前記複数のデータ線の
うち一つのデータ線及び前記スイッチングトランジスタを介して、データに対応するデー
タ電圧を前記第１の制御用端子に接続された容量素子に印加し、前記容量素子の容量カッ
プリングにより前記第１の制御用端子の電位を第２の電位とし、前記第１のトランジスタ
の導通状態を設定する第２のステップと、
　前記第１のトランジスタの前記導通状態に応じた電力を前記電気光学素子に供給する第
３のステップと、を含み、



(3) JP 4048969 B2 2008.2.20

10

20

30

40

50

　前記第１ステップを行っている期間には、少なくとも前記スイッチングトランジスタを
オン状態にせず、
　前記複数の走査線の全てを選択することにより規定される主期間は、前記複数の走査線
のうち奇数番目の走査線に対応して設けられた第１群の画素回路について前記第２のステ
ップ及び前記第３のステップを行う第１の副期間と、
　前記複数の走査線のうち偶数番目の走査線に対応して設けられた第２群の画素回路につ
いて前記第２のステップ及び前記第３のステップを行う第２の副期間とを含むこと、
　を特徴とする電気光学装置の駆動方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の電気光学装置の駆動方法において、
　前記第１の副期間中は、前記第２群の画素回路について、前記第１のステップを行うこ
とにより前記第２群の画素回路の各々に含まれる前記電気光学素子に対する電力の供給を
停止し、
　前記第２の副期間中は、前記第１群の画素回路ついて、前記第１のステップを行うこと
により前記第１群の画素回路の各々に含まれる前記電気光学素子に対する電力の供給を停
止することを特徴とする電気光学装置の駆動方法。
【請求項７】
　請求項１、５又は６に記載の電気光学装置の駆動方法において、
　前記複数の画素回路は、前記複数の走査線の各々に対応して設けられた一列の画素回路
に含まれる前記電気光学素子は、赤色、緑色及び青色のいずれか一つの色で発光する発光
素子であること、
　を特徴する電気光学装置の駆動方法。
【請求項８】
　請求項１、５又は６に記載の電気光学装置の駆動方法において、
　前記電気光学素子は、その発光層が有機材料で形成された有機ＥＬ素子であること、
　を特徴とする電気光学装置の駆動方法。
【請求項９】
　請求項１に記載の電気光学装置の駆動方法において、
　前記データ信号はデータ電圧であり、
前記第２のステップにおいて、前記データ電圧を前記駆動トランジスタの前記制御用端子
に接続された容量素子に印加し、前記容量素子の容量カップリングにより前記制御用端子
の電位を第２の電位として、前記駆動トランジスタの前記導通状態を設定すること、
　を特徴とする電気光学装置の駆動方法。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか一つに記載の電気光学装置の駆動方法を用いたことを特徴と
する電子機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、電気光学装置の駆動方法及び電子機器に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
電気光学素子として有機ＥＬ素子を用いた表示ディスプレイの駆動方式の一つに、各有機
ＥＬ素子の発光輝度を制御する複数個の画素回路をマトリクス状に配置したアクティブマ
トリクス駆動方式がある。
【０００３】
前記画素回路は、その各々が有機ＥＬ素子に供給する駆動電流を制御するトランジスタと
、そのトランジスタの導通状態を制御するデータ電圧に応じた電圧を保持する保持キャパ
シタとを備えている。また、画素回路は、その各々が対応する走査線を介して走査線駆動
回路と電気的に接続されるとともに、対応するデータ線を介してデータ線駆動回路と電気
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的に接続されている。そして、走査線駆動回路が走査線を介して画素回路を選択するとと
もに、その選択された各画素回路にデータ線を介してデータ線駆動回路からデータ信号が
供給される。
【０００４】
これにより、前記画素回路に設けられた保持キャパシタに前記データ信号が書き込まれる
とともに、その書き込まれた前記データ信号の大きさに応じた電圧が保持キャパシタに保
持される。そして、この保持キャパシタに保持された電圧値に応じて前記トランジスタの
導通状態が制御される。前記トランジスタは、その導通状態に対応した駆動電流を生成し
、該駆動電流が有機ＥＬ素子に供給されることで有機ＥＬ素子の発光輝度が制御されるよ
うになっている（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
【特許文献１】
国際公開第ＷＯ９８／３６４０７号パンフレット
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、前記保持キャパシタへのデータ信号の書き込みに要する時間（以下、書き込み
時間という）は、データ信号が小さいほど長くなってしまう。特に、低輝度で有機ＥＬ素
子を発光させたい場合では、前記データ線等の配線容量によって保持キャパシタへのデー
タ信号の書き込み時間が長くなり、画像の表示に遅延を生じさせてしまう。
【０００７】
そこで、本発明の目的の一つは、特別な回路を設けることなく、データ書き込み時間の短
縮を図ることができる電気光学装置の駆動方法及び電子機器を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る電気光学装置の駆動方法は、複数の走査線と、複数のデータ線と、各々が
電気光学素子、駆動トランジスタ、及びスイッチングトランジスタを有する複数の画素回
路と、を備えた電気光学装置の駆動方法であって、前記電気光学素子と前記駆動トランジ
スタとの電気的な接続を切断した状態で、前記駆動トランジスタのソース及びドレインの
うち一方と前記駆動トランジスタの制御用端子とを電気的に接続し、前記制御用端子の電
位を第１の電位とする第１のステップと、前記スイッチングトランジスタをオン状態にす
る選択信号を前記複数の走査線のうちの一つの走査線を介して供給し、前記スイッチング
トランジスタが前記選択信号によりオン状態になっている期間に、前記複数のデータ線の
うち一つのデータ線及び前記スイッチングトランジスタを介して供給するデータ信号によ
り前記駆動トランジスタの導通状態を設定する第２のステップと、前記駆動トランジスタ
の前記導通状態に応じた電力を前記電気光学素子に供給する第３のステップと、を含み、
前記複数の走査線の全てを選択することにより規定される主期間は、前記複数の走査線の
うち奇数番目の走査線に対応して設けられた第１群の画素回路について前記第２のステッ
プ及び前記第３のステップを行う第１の副期間と、前記複数の走査線のうち偶数番目の走
査線に対応して設けられた第２群の画素回路について前記第２のステップ及び前記第３の
ステップを行う第２の副期間と、を含み、前記第１の副期間中は、前記第２群の画素回路
について、前記第１のステップを行うことにより前記第２群の画素回路の各々に含まれる
前記電気光学素子に対する電力の供給を停止し、前記第２の副期間中は、前記第１群の画
素回路ついて、前記第１のステップを行うことにより前記第１群の画素回路の各々に含ま
れる前記電気光学素子に対する電力の供給を停止することを特徴とする。
　本発明に係る他の電気光学装置の駆動方法は、走査線と、データ線と、電気光学素子と
、前記電気光学素子に接続された、第１の端子、第２の端子及び第１の制御用端子を有す
る第１のトランジスタとを備えた画素回路と、を含む電気光学装置の駆動方法であって、
第３の端子、第４の端子及び第２の制御用端子を有し、前記第３の端子と前記第２の制御
用端子とが前記第１の制御用端子に接続された第２のトランジスタの前記第４の端子に所
定電圧を印加することにより、前記第１の制御用端子の電位を第１の電位に設定する第１
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のステップと、前記画素回路のスイッチングトランジスタをオン状態とする選択信号を前
記走査線を介して供給し、前記スイッチングトランジスタが前記選択信号によりオン状態
となっている期間に、前記データ線及び前記スイッチングトランジスタを介して、データ
に対応するデータ電圧を前記第１の制御用端子に接続された容量素子に印加し、容量カッ
プリングにより前記第１の制御用端子の電位を第２の電位とし、前記第１のトランジスタ
の導通状態を設定する第２のステップと、前記第１のトランジスタの前記導通状態に応じ
た電力を前記電気光学素子に供給する第３のステップと、を含み、前記第１ステップを行
っている期間には、少なくとも前記スイッチングトランジスタをオン状態にしないことを
特徴とする。
　　上記の電気光学装置の駆動方法において、前記スイッチングトランジスタをオン状態
とする選択信号が供給される走査線と、前記選択信号の次に前記スイッチングトランジス
タをオン状態とする選択信号が供給される走査線とは隣接していないことを特徴とする。
　上記の電気光学装置の駆動方法において、前記第１の電位は、前記第１のトランジスタ
をオフ状態とする電位であってもよい。
　本発明に係る他の電気光学装置の駆動方法は、複数の走査線と、複数のデータ線と、各
々が、電気光学素子と、前記電気光学素子に接続された、第１の端子、第２の端子及び第
１の制御用端子を有する第１のトランジスタと、第３の端子、第４の端子及び第２の制御
用端子を有し、前記第３の端子と前記第２の制御用端子とが前記第１の制御用端子に接続
された第２のトランジスタを備えた複数の画素回路と、を含む電気光学装置の駆動方法で
あって、前記第４の端子に所定電圧を印加することにより、前記第１の制御用端子の電位
を第１の電位に設定する第１のステップと、前記スイッチングトランジスタがオン状態と
なっている期間に、前記複数のデータ線のうち一つのデータ線及び前記スイッチングトラ
ンジスタを介して、データに対応するデータ電圧を前記第１の制御用端子に接続された容
量素子に印加し、前記容量素子の容量カップリングにより前記第１の制御用端子の電位を
第２の電位とし、前記第１のトランジスタの導通状態を設定する第２のステップと、前記
第１のトランジスタの前記導通状態に応じた電力を前記電気光学素子に供給する第３のス
テップと、を含み、前記第１ステップを行っている期間には、少なくとも前記スイッチン
グトランジスタをオン状態にせず、前記複数の走査線の全てを選択することにより規定さ
れる主期間は、前記複数の走査線のうち奇数番目の走査線に対応して設けられた第１群の
画素回路について前記第２のステップ及び前記第３のステップを行う第１の副期間と、前
記複数の走査線のうち偶数番目の走査線に対応して設けられた第２群の画素回路について
前記第２のステップ及び前記第３のステップを行う第２の副期間とを含むことを特徴とす
る。
　上記の電気光学装置の駆動方法において、前記第１の副期間中は、前記第２群の画素回
路について、前記第１のステップを行うことにより前記第２群の画素回路の各々に含まれ
る前記電気光学素子に対する電力の供給を停止し、前記第２の副期間中は、前記第１群の
画素回路ついて、前記第１のステップを行うことにより前記第１群の画素回路の各々に含
まれる前記電気光学素子に対する電力の供給を停止するようにしてもよい。
　上記の電気光学装置の駆動方法において、前記複数の画素回路は、前記複数の走査線の
各々に対応して設けられた一列の画素回路に含まれる前記電気光学素子は、赤色、緑色及
び青色のいずれか一つの色で発光する発光素子であってもよい。
　上記の電気光学装置の駆動方法において、前記電気光学素子は、その発光層が有機材料
で形成された有機ＥＬ素子であってもよい。
　上記の電気光学装置の駆動方法において、前記データ信号はデータ電圧であり、前記第
２のステップにおいて、前記データ電圧を前記駆動トランジスタの前記制御用端子に接続
された容量素子に印加し、前記容量素子の容量カップリングにより前記制御用端子の電位
を第２の電位として、前記駆動トランジスタの前記導通状態を設定するようにしてもよい
。
　本発明に係る電子機器は、上記の電気光学装置の駆動方法を用いたことを特徴とする。
　本発明の電気光学装置の駆動方法は、走査線と、データ線と、電気光学素子を有する画
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素回路と、を備えた電気光学装置の駆動方法であって、前記電気光学素子と、前記電気光
学素子に接続された駆動トランジスタとの電気的な接続を切断した状態で、前記駆動トラ
ンジスタのソース及びドレインのうち一方と前記駆動トランジスタの制御用端子とを電気
的に接続し、前記制御用端子の電位を第１の電位とする第１のステップと、前記画素回路
のスイッチングトランジスタをオン状態にする選択信号を前記走査線を介して供給し、前
記スイッチングトランジスタが前記選択信号によりオン状態になっている期間に、前記デ
ータ線及び前記スイッチングトランジスタを介して、データに対応するデータ電圧を前記
制御用端子に接続された容量素子に印加し、容量カップリングにより前記制御用端子の電
位を第２の電位として、前記駆動トランジスタの導通状態を設定する第２のステップと、
前記駆動トランジスタの前記導通状態に応じた電力を前記電気光学素子に供給する第３の
ステップと、を含み、前記第１のステップを行っている期間には、少なくとも前記スイッ
チングトランジスタをオン状態にしないようにした。
【０００９】
これによれば、データの書き込みの前に駆動トランジスタの制御用端子と、そのドレイン
またはソースと電気的に接続した。そして、前記駆動トランジスタの制御用端子の電位を
同駆動トランジスタの閾値電圧にまで押し上げて同駆動トランジスタをリセットするよう
にした。従って、画素回路のリセットを行う特別な回路を設けることなく、データ書き込
み時間の短縮を図ることができる電気光学装置を提供することができる。
【００１０】
この電気光学装置の駆動方法において、前記第１の電位は、前記駆動トランジスタをオフ
状態とする電位であってもよい。
これによれば、画素回路のリセットを行う特別な回路を設けることなく、駆動トランジス
タの閾値電圧を補償しつつリセットする画素回路の回路構成を容易にすることができる。
【００１１】
本発明の電気光学装置の駆動方法は、走査線と、データ線と、電気光学素子を有する、画
素回路と、を備えた電気光学装置の駆動方法であって、前記電気光学素子と、前記電気光
学素子に接続された駆動トランジスタとの電気的な接続を切断した状態で、前記駆動トラ
ンジスタのソース及びドレインのうち一方と前記駆動トランジスタの制御用端子とを電気
的に接続し、前記制御用端子の電位を第１の電位とする第１のステップと、前記画素回路
のスイッチングトランジスタをオン状態にする選択信号を前記走査線を介して供給し、前
記スイッチングトランジスタが前記選択信号によりオン状態になっている期間に、前記デ
ータ線及び前記スイッチングトランジスタを介して、データに対応するデータ電圧を前記
制御用端子に接続された容量素子に印加し、容量カップリングにより前記制御用端子の電
位を第２の電位として、前記駆動トランジスタの導通状態を設定する第２のステップと、
前記駆動トランジスタの前記導通状態に応じた電力を前記電気光学素子に供給する第３の
ステップと、を含み、前記スイッチングトランジスタをオン状態とする選択信号が供給さ
れる走査線と、当該選択信号の次に前記スイッチングトランジスタをオン状態とする選択
信号が供給される走査線とは、隣接していないようにした。
【００１２】
これによれば、リセットを行う特別な回路を設けることなく、データ書き込み時間の短縮
を図ることができる電気光学装置を飛び越し走査方式で制御することができる。また、こ
のことにより、リセット及び書き込み制御を走査線毎で分散させることができるので、前
記画素回路にデータ信号を供給する走査線駆動回路の負担を低減させることができる。
【００１３】
本発明の電気光学装置の駆動方法は、走査線と、データ線と、電気光学素子を有する画素
回路と、を備えた電気光学装置の駆動方法であって、前記電気光学素子と、前記電気光学
素子に接続された駆動トランジスタとの電気的な接続を切断した状態で、前記駆動トラン
ジスタのソース及びドレインのうち一方と前記駆動トランジスタの制御用端子とを電気的
に接続し、前記制御用端子の電位を第１の電位とする第１のステップと、前記画素回路の
スイッチングトランジスタをオン状態にする選択信号を前記走査線を介して供給し、前記
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スイッチングトランジスタが前記選択信号によりオン状態になっている期間に、前記デー
タ線及び前記スイッチングトランジスタを介して、データに対応するデータ電圧を前記制
御用端子に接続された容量素子に印加し、容量カップリングにより前記制御用端子の電位
を第２の電位として、前記駆動トランジスタの導通状態を設定する第２のステップと、前
記駆動トランジスタの前記導通状態に応じた電力を前記電気光学素子に供給する第３のス
テップと、を含み、前記走査線の全てを選択することにより規定される主期間は、前記走
査線のうち奇数番目の走査線に対応して設けられた画素回路について前記第２のステップ
及び前記第３のステップを行う第１の副期間と、前記走査線のうち偶数番目の走査線に対
応して設けられた画素回路について前記第２のステップ及び前記第３のステップを行う第
２の副期間とを含む。
【００１４】
これによれば、リセットを行う特別な回路を設けることなく、データ書き込み時間の短縮
を図ることができる電気光学装置をインターレース方式で制御することができる。また、
このことにより、リセット及び書き込み制御を走査線毎で分散させることができるので、
前記画素回路にデータ信号を供給する走査線駆動回路の負担を低減させることができる。
【００１５】
この電気光学装置の駆動方法において、前記第１の副期間中は、前記走査線のうち偶数番
目の走査線に対応する画素回路について、前記第１のステップを行うことにより当該画素
回路に含まれる前記電気光学素子に対する電力の供給を停止し、前記第２の副期間中は、
前記走査線のうち奇数番目の走査線に対応する画素回路ついて、前記第１のステップを行
うことにより当該画素回路に含まれる前記電気光学素子に対する電力の供給を停止するよ
うにしてもよい。
【００１６】
これによれば、前記第１の副期間中に前記走査線のうち奇数番目の走査線に対応する画素
回路ついてその電気光学素子に対する電力の供給を停止し、第２の副期間中に前記走査線
のうち奇数番目の走査線に対応する画素回路ついてその電気光学素子に対する電力の供給
を停止することで電気光学装置をインターレース方式で制御することができる。
【００１７】
本発明の電気光学装置によれば、走査線と、データ線と、電気光学素子と、前記電気光学
素子に接続された、第１の端子、第２の端子及び第１の制御用端子を有する第１のトラン
ジスタとを備えた画素回路と、を含む電気光学装置の駆動方法であって、第３の端子、第
４の端子及び第２の制御用端子を有し、前記第３の端子と前記第２の制御用端子とが前記
第１の制御用端子に接続された第２のトランジスタの前記第４の端子に所定電圧を印加す
ることにより、前記第１の制御用端子の電位を第１の電位に設定する第１のステップと、
前記画素回路のスイッチングトランジスタをオン状態とする選択信号を前記走査線を介し
て供給し、前記スイッチングトランジスタが前記選択信号によりオン状態となっている期
間に、前記データ線及び前記スイッチングトランジスタを介して、データに対応するデー
タ電圧を前記第１の制御用端子に接続された容量素子に印加し、容量カップリングにより
前記第１の制御用端子の電位を第２の電位とし、前記第１のトランジスタの導通状態を設
定する第２のステップと、前記第１のトランジスタの前記導通状態に応じた電力を前記電
気光学素子に供給する第３のステップと、を含み、前記第１ステップを行っている期間に
は、少なくとも前記スイッチングトランジスタをオン状態にしないようにした。
【００１８】
これによれば、画素回路をリセットをするための特別な回路を形成することなく、データ
書き込み時間の短縮を図ることができる電気光学装置を提供することができる。
【００１９】
この電気光学装置の駆動方法において、前記スイッチングトランジスタをオン状態とする
選択信号が供給される走査線と、当該選択信号の次に前記スイッチングトランジスタをオ
ン状態とする選択信号が供給される走査線とは隣接していないようにした。
【００２０】
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これによれば、リセットを行う特別な回路を設けることなく、データ書き込み時間の短縮
を図ることができる電気光学装置を飛び越し走査方式で制御することができる。また、こ
のことにより、リセット及び書き込み制御を走査線毎で分散させることができるので、前
記画素回路にデータ信号を供給する走査線駆動回路の負担を低減させることができる。
【００２１】
この電気光学装置の駆動方法において、前記第１の電位は、前記第１のトランジスタをオ
フ状態とする電位であってもよい。
これによれば、前記第１の電位を制御することで画素回路をリセットすることができる。
【００２２】
この電気光学装置の駆動方法において、前記走査線の全てを選択することにより規定され
る主期間は、前記走査線のうち奇数番目の走査線に対応して設けられた画素回路について
前記第２のステップ及び前記第３のステップを行う第１の副期間と、前記走査線のうち偶
数番目の走査線に対応して設けられた画素回路について前記第２のステップ及び前記第３
のステップを行う第２の副期間とを含んでいてもよい。
【００２３】
これによれば、リセットを行う特別な回路を設けることなく、データ書き込み時間の短縮
を図ることができる電気光学装置をインターレース方式で制御することができる。また、
このことにより、リセット及び書き込み制御を走査線毎で分散させることができるので、
前記画素回路にデータ信号を供給する走査線駆動回路の負担を低減させることができる。
【００２４】
この電気光学装置の駆動方法において、前記第１の副期間中は、前記走査線のうち偶数番
目の走査線に対応する画素回路について、前記第１のステップを行うことにより当該画素
回路に含まれる前記電気光学素子に対する電力の供給を停止し、前記第２の副期間中は、
前記走査線のうち奇数番目の走査線に対応する画素回路ついて、前記第１のステップを行
うことにより当該画素回路に含まれる前記電気光学素子に対する電力の供給を停止するよ
うにしてもよい。
【００２５】
これによれば、前記第１の副期間中に前記走査線のうち奇数番目の走査線に対応する画素
回路ついてその電気光学素子に対する電力の供給を停止し、第２の副期間中に前記走査線
のうち奇数番目の走査線に対応する画素回路ついてその電気光学素子に対する電力の供給
を停止することで電気光学装置をインターレース方式で制御することができる。
【００２６】
この電気光学装置の駆動方法において、前記走査線の各々に対応して設けられた前記画素
回路に含まれる前記電気光学素子は、赤色、緑色及び青色のいずれか一つの色で発光する
発光素子であってもよい。
【００２７】
これによれば、フルカラーの電気光学装置においても、画素回路のリセットを行う特別な
回路を設けることなく、リセットを行うことができる。
この電気光学装置の駆動方法において、前記電気光学素子は、その発光層が有機材料で形
成された有機ＥＬ素子であってもよい。
【００２８】
これによれば、有機ＥＬ素子を用いた電気光学装置において、その画素回路のリセットを
行う特別な回路を設けることなく、リセットを行うことができる。
【００２９】
本発明の電子機器は、上記記載の駆動方法を用いたことを特徴とする電子機器である。
これによれば、上記駆動方法を用いることによって、リセットを行う特別な回路を設ける
ことなく、リセットを行うことができるので、データ書き込み時間の短縮を図ることがで
き、且つ、リセットを行う特別な回路を製造する必要がない分だけ表示ディスプレイの製
造コストを削減することができる。
【００３０】
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【発明の実施の形態】
（第１実施形態）
以下、本発明を具体化した第１実施形態を図１～図４に従って説明する。
【００３１】
図１は、有機ＥＬディスプレイ１０の電気的構成を示すブロック回路図である。図２は、
表示パネル部とデータ線駆動回路及び走査線駆動回路との電気的構成を示すブロック回路
図である。
【００３２】
図１において、有機ＥＬディスプレイ１０は、表示パネル部１１、データ線駆動回路１２
、走査線駆動回路１３、メモリ回路１４、発振回路１５、電源回路１６及び制御回路１７
を備えている。
【００３３】
有機ＥＬディスプレイ１０の各要素１１～１７は、それぞれが独立した電子部品によって
構成されていてもよい。例えば、各要素１２～１７が１チップの半導体集積回路装置によ
って構成されていてもよい。また、各要素１１～１７の全部若しくは一部が一体となった
電子部品として構成されていてもよい。例えば、表示パネル部１１に、データ線駆動回路
１２と走査線駆動回路１３とが一体的に形成されていてもよい。各構成要素１１～１７の
全部若しくは一部がプログラマブルなＩＣチップで構成され、その機能がＩＣチップに書
き込まれたプログラムによりソフトウェア的に実現されてもよい。
【００３４】
表示パネル部１１は、図２に示すように、マトリクス状に配列された複数個の画素回路２
０を備えている。前記複数個の画素回路２０の各々は、その列方向に沿って延びるｍ本の
データ線Ｘ１～Ｘｍ（ｍは自然数）と、行方向に沿って延びるｎ本の走査線Ｙ１～Ｙｎ（
ｎは自然数）とにそれぞれ接続されている。また、各画素回路２０は、その発光層が有機
材料で形成された有機ＥＬ素子２１（図３参照）を有している。
【００３５】
また、表示パネル部１１は、前記走査線Ｙ１～Ｙｎに平行に延設された電源線ＶＬを備え
ている。各電源線ＶＬは、その電源線ＶＬに沿って形成された前記各画素回路２０内に形
成された後記する駆動トランジスタＱｄ（図３参照）に駆動電圧Ｖｄｄを供給するための
電源線である。
【００３６】
データ線駆動回路１２は、図１及び図２に示すように、前記制御回路１７に電気的に接続
されるとともに、各データ線Ｘ１～Ｘｍを介して前記画素回路２０と電気的に接続されて
いる。
【００３７】
詳述すると、データ線駆動回路１２は、図２に示すように、その内部に各データ線Ｘ１～
Ｘｍに対応した数の単一ライン駆動回路１２ａを備えている。各単一ライン駆動回路１２
ａは、前記制御回路１７と電気的に接続し、同制御回路１７から供給されるデータ線駆動
信号に基づいて各データ線Ｘ１～Ｘｍに接続された画素回路２０毎のデータ電圧Ｖｄａｔ
ａを作成する。そして、各単一ライン駆動回路１２ａは、その生成したデータ電圧Ｖｄａ
ｔａを対応するデータ線Ｘ１～Ｘｍを介して各画素回路２０に供給する。また、単一ライ
ン駆動回路１２ａは、前記駆動電圧Ｖｄｄを前記データ線Ｘ１～Ｘｍを介して画素回路２
０に供給する。
【００３８】
そして、前記画素回路２０は、前記データ電圧Ｖｄａｔａに応じて同画素回路２０の内部
状態が設定されると、これに応じて有機ＥＬ素子２１に流れる駆動電流Ｉｅｌの電流値を
制御する。その結果、前記有機ＥＬ素子２１の輝度階調がデータ電圧Ｖｄａｔａに応じて
制御される。
【００３９】
尚、本実施形態においては、前記データ線Ｘ１～Ｘｍは、図２に示すように、走査線駆動
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回路１３が設けられている位置から順次第１のデータ線Ｘ１、第２のデータ線Ｘ２、・・
・第ｍのデータ線Ｘｍの順に配置されている。
【００４０】
走査線駆動回路１３は、図１に示すように、前記制御回路１７と電気的に接続されている
。また、前記走査線駆動回路１３は、前記走査線Ｙ１～Ｙｎを介して各画素回路２０と電
気的に接続している。そして、走査線駆動回路１３は、前記制御回路１７から供給される
後記する走査制御信号ＳＣ１～ＳＣ３に基づいて複数の走査線Ｙ１～Ｙｎの中の１本を選
択駆動して１行分の画素回路群を選択する。尚、本実施形態においては、前記走査線Ｙ１
～Ｙｎは、図２に示すように、前記データ線駆動回路１２が設けられた位置とは反対側の
位置から同データ線駆動回路１２が設けられた位置に向かって第１の走査線Ｙ１、第２の
走査線Ｙ２、・・・第ｎの走査線Ｙｎの順に配置されている。そして、走査線駆動回路１
３は、本実施形態においては、前記走査制御信号ＳＣ１～ＳＣ３に応じて走査線Ｙ１～Ｙ
ｎを第１の走査線Ｙ１、第２の走査線Ｙ２、第３の走査線Ｙ３、・・・の順に点順次選択
駆動するように設定されている。
【００４１】
また、前記走査線Ｙ１～Ｙｎの各々は、第１の副走査線Ｙｎ１と第２の副走査線Ｙｎ２と
第３の副走査線Ｙｎ３とから構成されている。そして、前記走査線駆動回路１３は、第１
の副走査線Ｙｎ１を介して同第１の副走査線Ｙｎ１と接続された画素回路２０に第１の走
査信号ＳＣｎ１を供給する。また、走査線駆動回路１３は、第２の副走査線Ｙｎ２を介し
て同第２の副走査線Ｙｎ２と接続された画素回路２０に第２の走査信号ＳＣｎ２を供給す
る。さらに、走査線駆動回路１３は、第３の副走査線Ｙｎ３を介して同第３の副走査線Ｙ
ｎ３と接続された画素回路２０に第３の走査信号ＳＣｎ３を供給する。
【００４２】
詳述すると、走査線駆動回路１３は、ｎ番目の走査線Ｙｎに接続された各画素回路２０に
データ電圧Ｖｄａｔａを書き込む場合、その画素回路２０と接続された第１の副走査線Ｙ
ｎ１にＨレベル（ハイレベル）の第１の走査信号ＳＣｎ１を供給する。また、前記走査線
駆動回路１３は、書き込まれた前記データ電圧Ｖｄａｔａを消去する場合（以下、これを
リセットという）、第２の副走査線Ｙｎ２にＨレベル（ハイレベル）の第２の走査信号Ｓ
Ｃｎ２を供給する。さらに、走査線駆動回路１３は、書き込まれた前記データ電圧Ｖｄａ
ｔａに応じた電流量を有機ＥＬ素子２１に供給する場合、第３の副走査線Ｙｎ３にＨレベ
ル（ハイレベル）の第３の走査信号ＳＣｎ３を供給する。尚、本実施形態においては、前
記第１の副走査線Ｙｎ１に接続されるトランジスタ（スイッチングトランジスタＱｓｗ）
はその導電型が後記するようにｎ型であるが、これをｐ型した場合では、対応する各画素
回路２０にデータ電圧Ｖｄａｔａを書き込む場合では、Ｌレベル（ローレベル）の第１の
走査信号ＳＣｎ１を供給するようにする。また、本実施形態においては、前記第２の副走
査線Ｙｎ２に接続されるトランジスタ（リセットトランジスタＱｒｓｔ）はその導電型が
後記するようにｎ型であるが、これをｐ型した場合では、対応する各画素回路２０をリセ
ットする場合では、Ｌレベル（ローレベル）の第２の走査信号ＳＣｎ２を供給するように
する。同様に、本実施形態においては、前記第３の副走査線Ｙｎ３に接続されるトランジ
スタ（開始トランジスタＱｓｔ）はその導電型が後記するようにｎ型であるが、これをｐ
型した場合では、対応する各画素回路２０に書き込まれた前記データ電圧Ｖｄａｔａに応
じた電流量を有機ＥＬ素子２１に供給する場合では、Ｌレベル（ローレベル）の第３の走
査信号ＳＣｎ３を供給するようにする。
【００４３】
メモリ回路１４は、コンピュータ１８から供給される表示パネル部１１の表示状態を表す
表示データや各種制御プログラムを記憶する。発振回路１５は、基準動作信号を有機ＥＬ
ディスプレイ１０の他の構成要素に供給する。電源回路１６は有機ＥＬディスプレイ１０
の各構成要素の駆動電源を供給する。
【００４４】
制御回路１７は、前記各要素１１～１６を統括制御する。そして、制御回路１７は、前記
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メモリ回路１４に記憶された前記表示データ（画像データ）を、各有機ＥＬ素子２１の発
光の階調を表すマトリクスデータに変換する。前記マトリクスデータは、１行分の画素回
路群を順次選択するための前記第１、第２及び第３の走査信号ＳＣｎ１，ＳＣｎ２，ＳＣ
ｎ３を決定する走査制御信号と、その選択された画素回路２０群の各画素回路２０に供給
する前記データ電圧Ｖｄａｔａのレベルを決定するデータ線制御信号とを含む。そして、
前記制御回路１７は、前記走査制御信号を走査線駆動回路１３に供給するとともに、前記
データ線制御信号をデータ線駆動回路１２に供給する。さらに、制御回路１７は、前記発
振回路１５から供給される前記基準動作信号に応じて走査線Ｙ１～Ｙｎとデータ線Ｘ１～
Ｘｍの駆動タイミング制御を行う。
【００４５】
次に、前記画素回路２０の内部回路構成について図３に従って説明する。前記画素回路２
０の各々は、その回路構成が全て等しいので、説明の便宜上、第１のデータ線Ｘ１と第１
の走査線Ｙ１との交差部に対応して配置された画素回路２０について説明する。
【００４６】
画素回路２０は、駆動トランジスタＱｄ、開始トランジスタＱｓｔ、スイッチングトラン
ジスタＱｓｗ及びリセットトランジスタＱｒｓｔを備えている。また、画素回路２０は、
カップリングコンデンサＣｐと保持キャパシタＣｏとを備えている。カップリングコンデ
ンサＣｐの静電容量はＣ１であって、保持キャパシタＣｏの静電容量はＣ２である。
【００４７】
開始トランジスタＱｓｔ、スイッチングトランジスタＱｓｗ及びリセットトランジスタＱ
ｒｓｔの導電型は、それぞれ、ｎ型（ｎチャネル）である。また、駆動トランジスタＱｄ
の導電型はｐ型（ｐチャネル）である。尚、本実施形態においては、開始トランジスタＱ
ｓｔ、スイッチングトランジスタＱｓｗ及びリセットトランジスタＱｒｓｔの導電型を、
それぞれ、ｎ型（ｎチャネル）とし、駆動トランジスタＱｄの導電型をｐ型（ｐチャネル
）としたが、これに限定されるものではなく、適宜、その導電型をｎ型もしくはｐ型に変
更してもよい。
【００４８】
駆動トランジスタＱｄは、その閾値電圧がＶｔｈであるトランジスタである。駆動トラン
ジスタＱｄは、そのドレインが開始トランジスタＱｓｔのドレインに接続されている。開
始トランジスタＱｓｔのソースは有機ＥＬ素子２１の陽極に接続され、有機ＥＬ素子２１
の陰極は接地されている。開始トランジスタＱｓｔのゲートは、前記第１の走査線Ｙ１を
構成する第３の副走査線Ｙ１３に接続されている。
【００４９】
駆動トランジスタＱｄのゲートは、カップリングコンデンサＣｐの第１の電極Ｌａに接続
されている。カップリングコンデンサＣｐの第２の電極Ｌｂはスイッチングトランジスタ
Ｑｓｗのドレインに接続されている。スイッチングトランジスタＱｓｗのソースは前記第
１のデータ線Ｘ１に接続されている。前記スイッチングトランジスタＱｓｗのゲートは、
前記第１の走査線Ｙ１を構成する第１の副走査線Ｙ１１に接続されている。また、駆動ト
ランジスタＱｄのゲートは、保持キャパシタＣｏの第３の電極Ｌｃと接続されている。保
持キャパシタＣｏの第４の電極Ｌｄの電位は駆動電圧Ｖｄｄに設定されている。
【００５０】
前記駆動トランジスタＱｄのソースは駆動電圧Ｖｄｄを供給する前記電源線ＶＬに接続さ
れている。
前記駆動トランジスタＱｄのゲート／ドレイン間には、リセットトランジスタＱｒｓｔが
接続されている。リセットトランジスタＱｒｓｔは、そのゲートが前記第１の走査線Ｙ１
を構成する第２の副走査線Ｙ１２に接続されている。前記リセットトランジスタＱｒｓｔ
はオン状態になることで、駆動トランジスタＱｄのドレインと駆動トランジスタＱｄのゲ
ートとが電気的に接続され、前記駆動トランジスタＱｄのゲートの電位ＶｎをＶｄｄ－Ｖ
ｔｈにする。
【００５１】



(12) JP 4048969 B2 2008.2.20

10

20

30

40

50

尚、前記第１、第２及び第３の副走査線Ｙ１１，Ｙ１２，Ｙ１３で第１の走査線Ｙ１を構
成している。
そして、このように構成された画素回路２０は、前記開始トランジスタＱｓｔがオフ状態
になるとともに前記リセットトランジスタＱｒｓｔがオン状態になると、前記駆動トラン
ジスタＱｄのゲートの電位ＶｎがＶｄｄ－Ｖｔｈまで押し上げられ、リセット状態になる
。このことによって、前記駆動トランジスタＱｄは、その閾値電圧Ｖｔｈが補償された状
態になる。そして、前記電位Ｖｄｄ－Ｖｔｈが第１の電位として前記保持キャパシタＣｏ
に保持される。
【００５２】
また、前記画素回路２０は、その前記スイッチングトランジスタＱｓｗがオン状態になる
ことで、前記データ線駆動回路１２から供給される前記駆動電圧Ｖｄｄを保持キャパシタ
Ｃｏ及びカップリングコンデンサＣｐに保持する。さらに、前記画素回路２０は、前記デ
ータ電圧Ｖｄａｔａが供給された後、前記スイッチングトランジスタＱｓｗがオフ状態に
なることで、前記カップリングコンデンサＣｐと前記保持キャパシタＣｏとが容量カップ
リングする。その結果、前記保持キャパシタＣｏには、前記容量カップリングに応じた電
位が第２の電位として保持される。そして、この状態で、前記開始トランジスタＱｓｔが
オン状態になることによって、有機ＥＬ素子２１に前記保持キャパシタＣｏに保持された
前記第２の電位に応じた駆動電流Ｉｅｌを供給する。この結果、前記有機ＥＬ素子２１を
前記データ電圧Ｖｄａｔａに応じて発光させることができる。
【００５３】
尚、本実施形態においては、スイッチングトランジスタＱｓｗ、開始トランジスタＱｓｔ
、駆動トランジスタＱｄ及びリセットトランジスタＱｒｓｔのそれぞれの導電型をｎ型、
駆動トランジスタＱｄの導電型をｐ型としたが、これに限定されるものではなく、適宜変
更してもよい。
【００５４】
また、上記の電気光学素子及び制御用端子は、例えば、この実施形態においては、それぞ
れ有機ＥＬ素子及び駆動トランジスタＱｄのゲートに対応している。更に、上記の容量素
子は、例えば、この実施形態においては、保持キャパシタＣ１に対応している。また、上
記の選択信号は、例えば、この実施形態においては、第１、第２及び第３の走査信号ＳＣ
ｎ１，ＳＣｎ２，ＳＣｎ３にそれぞれ対応している。
【００５５】
次に、上記のように構成された有機ＥＬディスプレイ１０の作用を前記制御回路１７に基
づく走査線駆動回路１３の走査線Ｙ１～Ｙｎの選択動作に従って説明する。尚、説明を簡
単にするために、７本の走査線Ｙ１～Ｙ７からなる有機ＥＬディスプレイ１０を例にして
説明する。
【００５６】
図４は、７本の走査線Ｙ１～Ｙ７からなる有機ＥＬディスプレイ１０の駆動方法を説明す
るためのタイミングチャートである。尚、前記走査線駆動回路１３は主期間（１フレーム
期間）において、前記したように、第１の走査線Ｙ１→第２の走査線Ｙ２→第３の走査線
Ｙ３→第４の走査線Ｙ４→第５の走査線Ｙ５→第６の走査線Ｙ６→第７の走査線Ｙ７→第
１の走査線Ｙ１の順に選択制御するように予め設定されている。
【００５７】
まず、前記走査線駆動回路１３は、第１～第７の走査線Ｙ１～Ｙ７の各第２の副走査線Ｙ
１２～Ｙ７２を、第１の走査線Ｙ１→第２の走査線Ｙ２→第３の走査線Ｙ３→第４の走査
線Ｙ４→第５の走査線Ｙ５→第６の走査線Ｙ６→第７の走査線Ｙ７の順に選択駆動する。
つまり、前記走査線駆動回路１３は、第１の走査線Ｙ１の第２の副走査線Ｙ１２→第２の
走査線Ｙ２の第２の副走査線Ｙ２２→・・・→第７の走査線Ｙ７の第２の副走査線Ｙ７２
の順に各リセットトランジスタＱｒｓｔをオン状態にする第２の走査信号ＳＣ２を供給す
る。このことによって、第１の走査線Ｙ１と接続された画素回路２０群の各画素回路２０
から、順次、リセットされる（第１のステップ）。
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【００５８】
その後、前記走査線駆動回路１３は、第１の走査線Ｙ１の第２の副走査線Ｙ１２→第２の
走査線Ｙ２の第２の副走査線Ｙ２２→・・・→第７の走査線Ｙ７の第２の副走査線Ｙ７２
の順に各リセットトランジスタＱｒｓｔをオフ状態にする第２の走査信号ＳＣ２を供給す
る。このことによって、第１の走査線Ｙ１と接続された画素回路２０群の各画素回路２０
から、順次、リセットが終了する。
【００５９】
また、前記走査線駆動回路１３は第４の走査線Ｙ４の第２の副走査線Ｙ４２にリセットト
ランジスタＱｒｓｔをオン状態にする第２の走査信号ＳＣ２を供給すると同時に、第１の
走査線Ｙ１の第１の副走査線Ｙ１１にスイッチングトランジスタＱｓｗをオン状態にする
第１の走査信号ＳＣ１を供給する（第２のステップ）。
【００６０】
以降、前記走査線駆動回路１３は、第５の走査線Ｙ５の第２の副走査線Ｙ５２、第６の走
査線Ｙ６の第２の副走査線Ｙ６２、・・・にリセットトランジスタＱｒｓｔをオン状態に
する第２の走査信号ＳＣ２を順次供給すると同時に、第２の走査線Ｙ２の第１の副走査線
Ｙ２１、第３の走査線Ｙ３の第２の副走査線Ｙ３２・・・、にスイッチングトランジスタ
Ｑｓｗをオン状態にする第１の走査信号ＳＣ１１～ＳＣ７３を供給する。このことにより
、各画素回路２０には、リセット終了後、順次、データ電圧Ｖｄａｔａが書き込まれる。
【００６１】
そして、前記走査線駆動回路１３は、書き込みが終了した画素回路２０から順次、第３の
副走査線Ｙ１３～Ｙ７３を介して、各画素回路２０の開始トランジスタＱｓｔをオン状態
にする第３の走査信号ＳＣ１３～ＳＣ７３を供給する。その結果、データ電圧Ｖｄａｔａ
が供給された画素回路２０から、順次、各画素回路２０内に配置された有機ＥＬ素子２１
が前記データ電圧Ｖｄａｔａに応じて発光する。このようにして１フレーム分の画像が表
示される。
【００６２】
その後、前記走査線駆動回路１３は、所定の期間で発光した有機ＥＬ素子２１を有した画
素回路２０から走査線毎に順に各開始トランジスタＱｓｔをオフ状態にする第３の走査信
号ＳＣｎ３を供給するとともに、各リセットトランジスタＱｒｓｔをオン状態にする第２
の走査信号ＳＣ１２～ＳＣ７２を順次供給する（第３のステップ）。
【００６３】
その結果、第１の走査線Ｙ１に接続された画素回路２０群の各有機ＥＬ素子２１、第２の
走査線Ｙ２に接続された画素回路２０群の各有機ＥＬ素子２１、・・・の順に、その発光
を停止させることができるとともに、各画素回路２０の駆動トランジスタＱｄの閾値電圧
Ｖｔｈを補償しつつリセットすることができる。
【００６４】
従って、本発明の有機ＥＬディスプレイ１０は、リセットトランジスタＱｒｓｔをオン状
態にする第２の走査信号ＳＣ１２～ＳＣ７２を供給するタイミングを制御することで、前
記有機ＥＬ素子２１発光期間を制御することができる。また、各画素回路２０の駆動トラ
ンジスタＱｄのドレインとゲートとの間にリセットトランジスタＱｒｓｔを接続し、リセ
ット時に同リセットトランジスタＱｒｓｔをオン状態にすることで、前記駆動電流Ｉｅｌ
を駆動トランジスタＱｄのゲートに供給されて前記駆動トランジスタＱｄのゲートの電位
Ｖｎを押し上げてリセットをするようにした。従って、特別な回路を設けることなく画素
回路２０のリセットを行うことができる。その結果、製造コストを表示品質の良い有機Ｅ
Ｌディスプレイ１０を提供することができる。
【００６５】
前記実施形態の有機ＥＬディスプレイ１０及び画素回路２０によれば、以下のような特徴
を得ることができる。
（１）前記実施形態では、駆動トランジスタＱｄ、開始トランジスタＱｓｔ、スイッチン
グトランジスタＱｓｗ、リセットトランジスタＱｒｓｔ、カップリングコンデンサＣｐ及
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び保持キャパシタＣｏで画素回路２０を構成した。そして、前記リセットトランジスタＱ
ｒｓｔは、走査線駆動回路から供給される第２の走査信号ＳＣｎ２に応じてオン状態にな
ることで、前記駆動トランジスタＱｄのドレインとゲートとの間を電気的に接続するよう
にした。
【００６６】
また、前記走査線駆動回路１３は、第１の走査線Ｙ１→第２の走査線Ｙ２→第３の走査線
Ｙ３→第４の走査線Ｙ４→第５の走査線Ｙ５→第６の走査線Ｙ６→第７の走査線Ｙ７→第
１の走査線Ｙ１の順に選択制御することで、第１の走査線Ｙ１に接続された画素回路２０
の有機ＥＬ素子２１を順次発光させた後、前記リセットトランジスタＱｒｓｔをオン状態
するようにした。
【００６７】
このようにすることで、駆動トランジスタＱｄの閾値電圧Ｖｔｈを補償しつつ各画素回路
２０のリセットを第１の走査線Ｙ１→第２の走査線Ｙ２→第３の走査線Ｙ３→第４の走査
線Ｙ４→第５の走査線Ｙ５→第６の走査線Ｙ６→第７の走査線Ｙ７→第１の走査線Ｙ１の
順に行うことができる。従って、本発明の有機ＥＬディスプレイ１０は、特別な回路を設
けることなく画素回路２０のリセットを順次行うことができる。
（第２実施形態）
次に、本発明を具体化した第２実施形態を図５及び図６に従って説明する。尚、本実施形
態において、前記第１実施形態と同じ構成部材については符号を等しくし、その詳細な説
明を省略する。
【００６８】
図５は、有機ＥＬディスプレイ１０の表示パネル部１１に配設される画素回路５０の回路
図である。図６は、画素回路５０の動作を示すタイミングチャートである。
【００６９】
本実施形態における電源線ＶＬは、データ線Ｘ１～Ｘｍに平行して形成されている。また
、本実施形態における走査線Ｙ１～Ｙｎの各々は、第１の副走査線Ｙｎ１と第２の副走査
線Ｙｎ２とから構成されている。
【００７０】
画素回路５０は、図５に示すように、駆動トランジスタＱｄ、調整用トランジスタＱｃｔ
、スイッチングトランジスタＱｓｗ及びリセットトランジスタＱｒｓｔを備えている。ま
た、画素回路５０は、保持キャパシタＣｏとカップリングコンデンサＣｐとを備えている
。
【００７１】
駆動トランジスタＱｄ及び調整用トランジスタＱｃｔの導電型は、それぞれ、ｐ型（ｐチ
ャネル）である。また、スイッチングトランジスタＱｓｗ及びリセットトランジスタＱｒ
ｓｔの導電型は、それぞれ、ｎ型（ｎチャネル）である。
【００７２】
この第２の実施形態における駆動トランジスタＱｄは、そのドレインが有機ＥＬ素子２１
の陽極に接続されている。有機ＥＬ素子２１の陰極は接地されている。駆動トランジスタ
Ｑｄのソースは前記電源線ＶＬに接続されている。駆動トランジスタＱｄのゲートは、カ
ップリングコンデンサＣｐと保持キャパシタＣｏと調整用トランジスタＱｃｔとにそれぞ
れ電気的に接続されている。
【００７３】
詳しくは、前記駆動トランジスタＱｄのゲートは、カップリングコンデンサＣｐの第１の
電極Ｌａに接続されている。カップリングコンデンサＣｐの第２の電極Ｌｂは、スイッチ
ングトランジスタＱｓｗのドレインに接続されている。前記スイッチングトランジスタＱ
ｓｗのゲートは、前記第１の走査線Ｙ１を構成する第１の副走査線Ｙ１１に接続されてい
る。
【００７４】
また、前記駆動トランジスタＱｄのゲートは、保持キャパシタＣｏの第３の電極Ｌｃに接
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続されている。保持キャパシタＣｏの第４の電極Ｌｄは前記電源線ＶＬに接続されている
。さらに、前記駆動トランジスタＱｄのゲートは、調整用トランジスタＱｃｔのドレイン
に接続されている。調整用トランジスタＱｃｔのドレインは、同調整用トランジスタＱｃ
ｔのゲートとノードＮにて接続されている。また、調整用トランジスタＱｃｔのソースは
リセットトランジスタＱｒｓｔのソースに接続されている。リセットトランジスタＱｒｓ
ｔのドレインは前記電源線ＶＬに接続されている。また、リセットトランジスタＱｒｓｔ
のゲートは、第１の走査線Ｙ１を構成する第２の副走査線Ｙ１２に接続されている。
【００７５】
前記調整用トランジスタＱｃｔは、その閾値電圧Ｖｔｈｃｔが前記駆動トランジスタＱｄ
の閾値電圧Ｖｔｈと等しくなるように設定されている。そして、本実施形態におけるリセ
ットトランジスタＱｒｓｔは、前記スイッチングトランジスタＱｓｗがオフ状態のとき、
オン状態になることによって、前記ノードＮでの電位ＶｎをＶｄｄ－Ｖｔｈｃｔにし、そ
の電位Ｖｎを初期電位Ｖｃ１として保持キャパシタＣｏに保持させる。ここで、前記した
ように、前記調整用トランジスタＱｃｔの閾値電圧Ｖｔｈｃｔは、駆動トランジスタＱｄ
の閾値電圧Ｖｔｈと等しくなるように予め設定されている。従って、前記画素回路２０は
、前記リセットトランジスタＱｒｓｔがオン状態になることで前記駆動トランジスタＱｄ
の閾値電圧Ｖｔｈを補償しつつリセットさせることができる。
【００７６】
尚、前記調整用トランジスタＱｃｔの閾値電圧Ｖｔｈｃｔは、その駆動条件に応じて適宜
設定してもよい。尚、前記駆動電圧Ｖｄｄはデータ電圧Ｖｄａｔａと比べて十分高くなる
ように予め設定されている。
【００７７】
尚、上記の第１のトランジスタ、第１の端子、第２の端子及び第１の制御用端子は、例え
ば、この第２実施形態においては、駆動トランジスタＱｄ、駆動トランジスタＱｄのドレ
イン、駆動トランジスタＱｄのソース及び駆動トランジスタＱｄのゲートにそれぞれ対応
している。また、上記の第２のトランジスタ、第３の端子、第４の端子及び第２の制御用
端子は、例えば、この第２実施形態においては、調整用トランジスタＱｃｔ、調整用トラ
ンジスタＱｃｔのドレイン、調整用トランジスタＱｃｔのソース及び調整用トランジスタ
Ｑｃｔのゲートにそれぞれ対応している。
【００７８】
次に、前記画素回路５０を備えた有機ＥＬディスプレイ１０の作用を前記制御回路１７に
基づく走査線駆動回路１３の走査線Ｙ１～Ｙｎの選択動作に従って説明する。尚、説明を
簡単にするために、５本の走査線Ｙ１～Ｙ５からなる有機ＥＬディスプレイ１０を例にし
て説明する。
【００７９】
図６は、５本の走査線Ｙ１～Ｙ５からなる有機ＥＬディスプレイ１０の駆動方法を説明す
るためのタイミングチャートである。尚、前記走査線駆動回路１３は１フレーム期間にお
いて、第１の走査線Ｙ１→第２の走査線Ｙ２→第３の走査線Ｙ３→第４の走査線Ｙ４→第
５の走査線Ｙ５→第１の走査線Ｙ１の順に選択制御するように予め設定されている。
【００８０】
まず、前記走査線駆動回路１３は、第１～第５の走査線Ｙ１～Ｙ５の各第２の副走査線Ｙ
１２～Ｙ５２について、第１の走査線Ｙ１→第２の走査線Ｙ２→第３の走査線Ｙ３→第４
の走査線Ｙ４→第５の走査線Ｙ５の順に選択駆動する。そして、前記走査線駆動回路１３
は、第１の走査線Ｙ１の第２の副走査線Ｙ１２→第２の走査線Ｙ２の第２の副走査線Ｙ２
２→・・・→第５の走査線Ｙ５の第２の副走査線Ｙ５２の順に各リセットトランジスタＱ
ｒｓｔをオン状態にする第２の走査信号ＳＣ２を供給する（第１のステップ）。
【００８１】
その結果、第１の走査線Ｙ１に接続された画素回路５０から、順次、各画素回路５０のノ
ードＮでの電位ＶｎがＶｎ＝Ｖｄｄ－Ｖｔｈｃｔとなる。そして、前記電位Ｖｎが初期電
位Ｖｃ１として保持キャパシタＣｏに保持されるとともに、前記初期電位Ｖｃ１が前記駆
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動トランジスタＱｄのゲートに供給される。前記調整用トランジスタＱｃｔの閾値電圧Ｖ
ｔｈｃｔは、前記したように、駆動トランジスタＱｄの閾値電圧Ｖｔｈと等しいので、前
記駆動トランジスタＱｄはその閾値電圧Ｖｔｈが補償された状態になる。このことによっ
て、第１の走査線Ｙ１と接続された画素回路５０群の各画素回路５０から、順次、リセッ
トされる。
【００８２】
その後、前記走査線駆動回路１３は、第１の走査線Ｙ１の第２の副走査線Ｙ１２→第２の
走査線Ｙ２の第２の副走査線Ｙ２２→・・・→第５の走査線Ｙ５の第２の副走査線Ｙ５２
の順に各リセットトランジスタＱｒｓｔをオフ状態にする第２の走査信号ＳＣ２を供給す
る。
【００８３】
そして、前記走査線駆動回路１３は第４の走査線Ｙ４の第２の副走査線Ｙ４２にリセット
トランジスタＱｒｓｔをオン状態にする第２の走査信号ＳＣ２を供給すると同時に、第１
の走査線Ｙ１の第１の副走査線Ｙ１１にスイッチングトランジスタＱｓｗをオン状態にす
る第１の走査信号ＳＣ１を供給して、データ電圧Ｖｄａｔａを対応する画素回路２０に供
給する（第２のステップ）。
【００８４】
以降、前記走査線駆動回路１３は、第５の走査線Ｙ５の第２の副走査線Ｙ５２、第１の走
査線Ｙ１の第２の副走査線Ｙ１２、・・・にリセットトランジスタＱｒｓｔをオン状態に
する第２の走査信号ＳＣ２を順次供給するとともに、第２の走査線Ｙ２の第１の副走査線
Ｙ２１、第３の走査線Ｙ３の第２の副走査線Ｙ３２・・・、にスイッチングトランジスタ
Ｑｓｗをオン状態にする第１の走査信号ＳＣ１を供給する。
【００８５】
このことにより、各画素回路５０はリセットが終了した後、順次、データ電圧Ｖｄａｔａ
が書き込まれる。
そして、前記走査線駆動回路１３は、リセットが終了した画素回路５０から順次、対応す
る第２の副走査線Ｙ１２～Ｙ５２を介して各画素回路５０の各スイッチングトランジスタ
Ｑｓｗをオフ状態にする第２の走査信号ＳＣ２を供給する（第３のステップ）。
【００８６】
その結果、第１の走査線Ｙ１→第２の走査線Ｙ２→第３の走査線Ｙ３→第４の走査線Ｙ４
→第５の走査線Ｙ５→第６の走査線Ｙ６→第７の走査線Ｙ７の順に各画素回路５０内に配
置された有機ＥＬ素子２１が前記データ電圧Ｖｄａｔａに応じて発光する。このようにし
て、１フレーム分の画像が表示される。
【００８７】
その後、前記走査線駆動回路１３は、第１の走査線Ｙ１→第２の走査線Ｙ２→第３の走査
線Ｙ３→第４の走査線Ｙ４→第５の走査線Ｙ５の順に再度各リセットトランジスタＱｒｓ
ｔをオン状態にする第３の走査信号ＳＣｎ３を順次供給する。その結果、第１の走査線Ｙ
１に接続された画素回路５０の各有機ＥＬ素子２１、第２の走査線Ｙ２に接続された画素
回路５０群の各有機ＥＬ素子２１、・・・の順に、その発光を停止させることができると
ともに、各画素回路５０の駆動トランジスタＱｄの閾値電圧Ｖｔｈを補償しつつリセット
することができる。
【００８８】
従って、画素回路５０を備えた有機ＥＬディスプレイ１０は、対応する走査線Ｙｎを構成
する第２の副走査線Ｙｎ２を介してリセットトランジスタＱｒｓｔをオン状態にする第２
の走査信号ＳＣｎ２を順次供給することによって、各画素回路５０を順次リセットするこ
とができる。その結果、特別な回路を設けることなく画素回路５０のリセットを行うこと
ができる。
（第３実施形態）
次に、第１及び第２実施形態で説明した電気光学装置としての有機ＥＬディスプレイ１０
の電子機器の適用について図７に従って説明する。有機ＥＬディスプレイ１０は、モバイ
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ル型のパーソナルコンピュータ、携帯電話、デジタルカメラ等種々の電子機器に適用でき
る。
【００８９】
図７は、モバイル型パーソナルコンピュータの構成を示す斜視図を示す。図７において、
パーソナルコンピュータ７０は、キーボード７１を備えた本体部７２と、前記有機ＥＬデ
ィスプレイ１０を用いた表示ユニット７３とを備えている。この場合においても、有機Ｅ
Ｌディスプレイ１０を用いた表示ユニット７３は前記第１及び第２の実施形態と同様な効
果を発揮する。この結果、モバイル型パーソナルコンピュータ７０の書き込み時間を短縮
化することができる。
【００９０】
尚、発明の実施形態は、上記実施形態に限定されるものではなく、以下のように実施して
もよい。
○上記第１実施形態では、走査線駆動回路１３は、第１の走査線Ｙ１→第２の走査線Ｙ２
→第３の走査線Ｙ３→第４の走査線Ｙ４→第５の走査線Ｙ５→第６の走査線Ｙ６→第７の
走査線Ｙ７の順にリセットトランジスタＱｒｓｔをオン状態にする第２の走査信号ＳＣｎ
２を供給するようにした。そして、各画素回路２０がリセットされた後、順次、データ電
圧Ｖｄａｔａを供給するようにした。これを、図８に示すように、走査線駆動回路１３は
第１の走査線Ｙ１→第３の走査線Ｙ３→第２の走査線Ｙ２→第４の走査線Ｙ４→第６の走
査線Ｙ６→第５の走査線Ｙ５→第７の走査線Ｙ７の順にリセットトランジスタＱｒｓｔを
オン状態にする第２の走査信号ＳＣｎ２を供給するようにしてもよい。つまり、選択され
た走査線と次に選択される走査線とが隣接しないようにすることで有機ＥＬディスプレイ
１０を飛び越し走査方式で制御するようにしてもよい。このようにすることによって、上
記第１の実施形態と同様の効果を得ることができる。
【００９１】
○上記第１実施形態では、走査線Ｙ１～Ｙ７を備えた有機ＥＬディスプレイ１０において
、走査線駆動回路１３は、主期間（１フレーム期間）に、第１の走査線Ｙ１→第２の走査
線Ｙ２→第３の走査線Ｙ３→第４の走査線Ｙ４→第５の走査線Ｙ５→第６の走査線Ｙ６→
第７の走査線Ｙ７の順に垂直走査して、リセットした後、データ電圧Ｖｄａｔａを各画素
回路２０に書き込むようにした。これを、走査線駆動回路１３は、主期間（１フレーム期
間）に２つの副期間を設け、その各副期間において垂直走査を行い、その第１の副期間で
は、第１の走査線Ｙ１→第３の走査線Ｙ３→第５の走査線Ｙ５→第７の走査線Ｙ７といっ
たように奇数行の走査線を選択して、リセット及びデータ電圧Ｖｄａｔａの書き込みを行
う。そして、第２の副期間では、第２の走査線Ｙ２→第４の走査線Ｙ４→第６の走査線Ｙ
６といったように偶数行の走査線を選択して、リセット及びデータ電圧Ｖｄａｔａの書き
込みを行うようにしてもよい。つまり、有機ＥＬディスプレイ１０をインターレース走査
方式で制御するようにしてもよい。このようにすることによって、上記第１の実施形態の
効果に加えて、リセット及び書き込み制御を走査線毎で分散させることができるので、走
査線駆動回路１３の負担を低減させることができる。
【００９２】
○上記第２実施形態では、走査線Ｙ１～Ｙ５を備えた有機ＥＬディスプレイ１０において
、走査線駆動回路１３は、第１の走査線Ｙ１→第２の走査線Ｙ２→第３の走査線Ｙ３→第
４の走査線Ｙ４→第５の走査線Ｙ５→第１の走査線Ｙ１の順にリセットトランジスタＱｒ
ｓｔをオン状態にする第２の走査信号ＳＣｎ２を供給するようにした。これを、図９に示
すように、走査線駆動回路１３が第１の走査線Ｙ１→第３の走査線Ｙ３→第２の走査線Ｙ
２→第４の走査線Ｙ４→第１の走査線Ｙ１→第５の走査線Ｙ５の順にリセットトランジス
タＱｒｓｔをオン状態にする第２の走査信号ＳＣｎ２を供給するようにしてもよい。つま
り、選択された走査線と次に選択される走査線とが隣接しないようにすることで有機ＥＬ
ディスプレイ１０を飛び越し走査方式で制御するようにしてもよい。このようにすること
によって、上記第２の実施形態と同様の効果を得ることができる。
【００９３】
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○上記第１実施形態では、走査線Ｙ１～Ｙ５を備えた有機ＥＬディスプレイ１０において
、走査線駆動回路１３は、主期間（１フレーム期間）に、第１の走査線Ｙ１→第２の走査
線Ｙ２→第３の走査線Ｙ３→第４の走査線Ｙ４→第５の走査線Ｙ５の順に垂直走査して、
リセットした後、データ電圧Ｖｄａｔａを各画素回路５０に書き込むようにした。これを
、走査線駆動回路１３は、主期間（１フレーム期間）に２つの副期間を設け、その各副期
間において垂直走査を行い、その第１の副期間では、第１の走査線Ｙ１→第３の走査線Ｙ
３→第５の走査線Ｙ５といったように奇数行の走査線を選択して、リセット及びデータ電
圧Ｖｄａｔａの書き込みを行う。そして、第２の副期間では、第２の走査線Ｙ２→第４の
走査線Ｙ４といったように偶数行の走査線を選択して、リセット及びデータ電圧Ｖｄａｔ
ａの書き込みを行うようにしてもよい。つまり、有機ＥＬディスプレイ１０をインターレ
ース走査方式で制御するようにしてもよい。このようにすることによって、上記第２実施
形態の効果に加えて、リセット及び書き込み制御を走査線毎で分散させることができるの
で、走査線駆動回路１３の負担を低減させることができる。
【００９４】
○上記第１実施形態では、前記保持キャパシタＣｏの第４の電極Ｌｄは、駆動トランジス
タＱｄのソースに接続するように構成したが、電源線ＶＬに直接接続するようにしてもよ
い。このようにすることによって、上記第１及び第２実施形態と同様の効果を得ることが
できる。
【００９５】
○上記第１及び第２実施形態では、画素回路２０，５０に具体化して好適な効果を得たが
、有機ＥＬ素子２１以外の例えばＬＥＤやＦＥＤ等の発光素子のような電流駆動素子を駆
動する画素回路に具体化してもよい。ＲＡＭ等の記憶装置に具体化してもよい。
【００９６】
○上記第１及び第２実施形態では、画素回路２０，５０の電流駆動素子として有機ＥＬ素
子２１について具体化したが、無機ＥＬ素子に具体化してもよい。つまり、無機ＥＬ素子
からなる無機ＥＬディスプレイに応用しても良い。
【００９７】
○上記第１及び第２実施形態では、１色からなる有機ＥＬ素子２１の画素回路２０を設け
た有機ＥＬディスプレイ１０であったが、赤色、緑色及び青色の３色の有機ＥＬ素子２１
に対して各色用の画素回路２０，５０を設けたＥＬディスプレイに応用しても良い。
【図面の簡単な説明】
【図１】　第１実施形態の有機ＥＬディスプレイの回路構成を示すブロック回路図である
。
【図２】　表示パネル部及びデータ線駆動回路の内部回路構成を示すブロック回路図であ
る。
【図３】　第１実施形態の画素回路の回路図である。
【図４】　第１実施形態の画素回路の動作を説明するためのタイミングチャートである。
【図５】　第２実施形態の画素回路の回路図である。
【図６】　第２実施形態の画素回路の動作を説明するためのタイミングチャートである。
【図７】　第３実施形態を説明するためのモバイル型パーソナルコンピュータの構成を示
す斜視図である。
【図８】　別例を説明するための画素回路のタイミングチャートである。
【図９】　別例を説明するための画素回路のタイミングチャートである。
【符号の説明】
Ｃｏ，Ｃ１…容量素子としての保持キャパシタ、Ｑｃｔ…第２のトランジスタとしての調
整用トランジスタ、Ｑｄ…第１のトランジスタとしての駆動トランジスタ、Ｑｓｗ…スイ
ッチングトランジスタ、ＳＣｎ１，ＳＣｎ２，ＳＣｎ３…選択信号としての第１、第２及
び第３の走査信号、Ｙｎ…走査線、Ｘｍ…データ線、２０，５０…画素回路、２１…電気
光学素子としての有機ＥＬ素子。
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